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⑧：焼却（安全確保の方法）（その１） 

処分場に輸送された指定廃棄物のうち可燃性廃棄物は、減容化・安定化のために
焼却し、容器に封入します。 
焼却においては、排ガス中の有害物質を除去するため、バグフィルタを設置しま
す。これにより、排ガス中のばいじん、硫黄酸化物、塩化水素、ダイオキシン類の排
出基準を満足させることができます。 
また、バグフィルタを設置することで、排ガス中の放射性セシウムを除去することが
できます。大気に放出する排ガスの放射性セシウムをほぼ100％除去することで、基
準値を満たした管理を行うことができます。 

 

廃棄物中 
の放射性 
セシウム 

 
  
  

揮発 
液化 

排ガス中
に 

含まれる 

燃え残り
（灰）に
残存 

廃棄物の中の放射性セシウムは、
850℃以上の高温の炎の中で揮発した
り、小さな液体となって排ガスと一緒に
流れていくものと、燃え残りの灰に残る

ものに分かれます。 

ばいじんの粒子 
（平均は数十μm） 

 

気体状の 
塩化 

セシウム等 

凝集・
吸着 

   

 排ガスは冷やされて、気体状
あるいは液状のセシウムは、主
に塩化セシウムとして固体状態
になり、はいじんに凝集したり

吸着します。 

 

ダイオキシン類対策のため、焼却施
設には、排ガスの中の微粒子の灰を
除去する高性能の排ガス処理装置
（バグフィルター等）が備わっていま
す。焼却後の排ガスが冷却室で冷や
されて、放射性セシウムは微粒子の
灰に移行するので、排ガス処理装置
ではほぼ100％除去されます。 
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⑧：焼却（安全確保の方法）（その２） 

バグフィルタ 煙突 

ばいじん濃度測定器 
（常時連続監視） 

 

バグフィルタの後段に、ばいじん濃度測定器を設置し、常時連続監視します。 

これにより、異常値を感知することが可能となり、万が一、バグフィルタの破損など

があった場合にも即座に対応が可能です。 

放射性セシウムはばいじんに付着しているため、ばいじんの濃度を測定すること

で、排ガス中の放射性セシウムの管理にも資することができます。 

送風機 

22



23



最終処分場等の構造･維持管理による
安全性の確保について

指定廃棄物

資料４別添
「 第１回指定廃棄物処分等有識者会議」資料 平成25年3月16日

平成25年４月12日

24



25



26



27



28



29



30



31



32



33



34



35



36



37



38



39



40



41



42



43



44


